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環太平洋地震帯の島弧、陸弧における１９０４ー 
１９８０年の巨大地震の発生状況をみると、少な 
くとも次のような特徴がみられる。 
（１）茂木（１９８２）のアラスカーアリューシ 
 ャン、関東ー東海ー南海道などの西方移動が、 
 環太平洋西岸の島弧において繰り返しみられる。 
 一方環太平洋東岸の陸弧においては、アラスカ 
 メキシコーペルーーチリ等東方移動が、同じ頃 
 次々に発生する。 
  また、北半球高緯度周辺に端を発するかのよう 
 に環太平洋地震帯東岸、西岸の島弧、陸弧を南下 
 するような地震発生状況と交互に、南半球の南米 
 やトンガーケルマデイック海溝に端を発する北上 
 傾向もみられる。 
  これら、両パターンのはじまりは、北半球では 
 アイスランドの火山活動、南半球では南極のエレ 
 バス山及びスコシア海周辺の火山活動と深い関連 
 があるように思われる。 
（２） 日本での巨大地震発生の前年もしくは 
 数ヶ月前に南米等東岸での巨大地震発生も数例 
 ある。 
  たとえば・１９２２ーチリ（Ｍ８．３）  
       １９２３ー関東（Ｍ８．２）  
      ・１９３２ーメキシコ（Ｍ８．１）   
       １９３３ー三陸  （Ｍ８．５）   
      ・１９４３ーチリ（Ｍ７．９）  
       １９４４ー東南海（Ｍ８．０） 
      ・１９４６ードミニカ（Ｍ８．１）   
       １９４６ー南海道 （Ｍ８．２）  
      ・１９６６ーペルー （Ｍ７．５） 
       １９６８ー十勝沖 （Ｍ７．９）  
 
（３）同じく茂木（１９８２）のトンガーケルマ 
 ディック海溝での浅所から深所への地震活動の 
 推移の後の巨大地震発生も数例みられる。  
       
 ・１９４５・１１・２６（６００ＫＭ） トンガ 
  １９４５・１１・２７（ Ｍ８.２５）パキスタン 
 ・１９４６・１１・１２（６００ＫＭ） トンガ 
  １９４６・１２・２０（ Ｍ８.１）南海道沖 
 ・１９４８・０１・２２（１４０ＫＭ） トンガ 
  １９４８・０１・２４（ Ｍ８.２）フィリピン 
 ・１９４９・０８・０６（ ７０ＫＭ） トンガ 
  １９４９・０８・２２（ Ｍ８.１） クウィーンシャーロット島 
 ・１９５０・０９・２３（４００ＫＭ） トンガ 
  １９５０・１１・０２（ Ｍ８.１） バンダ海           等々 



 


